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 学校現場における校務の情報化は，各種情報の分析・共有を可能にし，より細部まで行き届いた学習指導や児童・
生徒指導など，より良い教育を実現するものとして注目されてきている．その一つの方法として学校グループウェア

が開発されてきている．しかし，既存の学校グループウェアでは児童・生徒に関する気づきをその場で収集すること
に関してはあまり考慮されていない．そこで本稿では，児童・生徒に関する気づきを，教育現場における気づきの収
集場面を考慮した形で収集し，それらの共有・活用を支援するためのシステムを開発する．収集場面を考慮すること
で，今まで蓄積されなかった気づきの収集を促進し，それら気づきのより効果的な共有・活用を支援する．これによ
って今まで共有がなされなかった些細な気づきや良い気づきの共有を可能にし，個々の児童・生徒の理解をより深め
るなど活用の幅を広げることが期待できる．本稿では，開発したプロトタイプシステムを使った小規模実験で明らか
になった効果についても述べる． 
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Informatization of school affairs has been paid attention because it enables to analyze and share various types of information in 

schools and it contributes to realize better education such as good study guidance and/or children/students guidance. School 

groupware software has been developed as one solution for informatization of school affairs, however, traditional school 

groupware software doesn't take collection of notices regarding children/students into consideration on the spot. This paper 

proposes a system that supports to collect notices for children/students in a simple way such as taking photos and/or hand writings 

by associating them with scenes in school and to share and/or reuse them. Considering scenes in notices collection encourages to 

collect notices that have not been recognized thus far and supports to share and reuse them in a useful way. We have developed a 

prototype system and applied it to actual schools. This paper presents some results from the application. 

 

 

1. はじめに   

 学習指導要領の改訂を受けて，教育の情報化を一層充実

させるため「教育の情報化に関する手引」（平成 22 年 10

月）が作成された [1]．その中では，教職員による

ICT(Information and Communication Technology)活用により，

校務の効率化や学校経営の改善につながることが示されて

いる．そこで，教職員の業務を軽減して効率化を図り，少

しでも児童・生徒と向き合う時間や教材・教具を準備する

ための時間を生み出すため，校務支援システムの開発が求

められている[2]． 

 校務の情報化の目的は，効率的な校務処理とその結果生

み出される教育活動の質の改善にある．校務が効率的に遂

行できるようになることで，教職員が児童・生徒の指導に

対してより多くの時間を割くことが可能となる．また，各

種情報の分析や共有により，今まで以上に細部まで行き届

いた学習指導や児童・生徒指導などの教育活動が実現でき
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るなど，様々な恩恵を受けることができる．このように校

務の情報化は，ますます進展する情報社会において，ICT 

を有効に活用して，よりよい教育を実現させるためのもの

である[1]． 

 校務の情報化の一つの方法として学校グループウェアが

ある．学校グループウェアには教員および児童・生徒によ

り様々な情報が入力される．これらの情報をディジタル化

しデータベースに格納することは情報の共有を可能にする

だけではなく，容易に統計処理やテキストマイニングを施

すこともできる[3]．また，気軽に情報を取り出せるという

環境は，個々の児童・生徒理解という点で，教育の質の向

上を図ることができる[4]．学校における情報とは様々であ

るが，児童・生徒理解を図るために重要な情報の 1 つは普

段の学校生活の中での児童・生徒の様子である．教職員は

日々，児童・生徒の様子から普段との違いに気づいたり，

新しい発見をしたりしている．しかし，問題行動等でなけ

ればそれら気づきや発見がクラス担任等と共有されず，実

際の児童・生徒理解やそこから生まれる指導等にはつなが

っていかない可能性がある．しかし，これら気づきや発見

は児童・生徒理解を図る上で重要な役割を果たす．気づき
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とは例えば，ある児童が宿題をやらない日が続くとか，普

段元気よくあいさつする児童があいさつをしない，給食で

の食欲がない等様々なものが考えられるが，これら些細な

ことも重要な気づきとなることがある．これら児童・生徒

を見ていて気になったことに対する気づきが，ある特定の

児童・生徒についてたくさん集まるようであれば，いじめ

を受けている可能性や不登校になる可能性が見えてくる．

これらの早期発見は，いじめが悪化する前に防げたり，不

登校を未然に防げたりというような有効な教育活動へつな

がる．現在でも普段の教育活動の中で教職員は日常から児

童・生徒の行動や変化に気をつけている．しかし，クラス

担任は多いと 40 人近くの児童・生徒を受けもっていて，児

童・生徒の一つ一つの変化等には気づいていても，一人一

人の子どもについて考える時間が十分にとれないことも多

い．それにより，いじめや不登校に気づくのが遅くなって

しまうことがある．しかし，気づきをもっとうまく利用し

ていくことで，いじめや不登校などの様々な事象の早期発

見へつなげることができる．特にいじめや不登校といった

教育現場での重要な課題は早期対応ができるかどうかがそ

の後の児童・生徒の成長に大きく関わってくる． 

 また，今まであいさつをしなかった児童があいさつをす

るようになったとか，音楽の授業で黒板を率先して消して

いたなどのような，些細な児童・生徒の良い姿についての

気づきを専科教諭などのクラス担任以外の教員が見た際に，

その気づきがクラス担任と共有されることで該当児童・生

徒を褒めることにつながるなどの教育活動へつながる． 

 ゆえに，いじめや不登校等の事象の早期発見や，児童・

生徒への教育活動のために，日常の学校生活の中での教職

員による気づきの収集を支援する環境を整備することは，

教育活動の質の向上につながると考えられる． 

 しかし，現場の教職員は，システムの利便性については

理解していても，IT 利用の負担の大きさゆえに実際のシス

テム利用に至っている例は少ない[1]．さらに，教育現場の

利用場面を考慮したシステムは少ない．よって，現場の教

職員が実際に使用することを考え，使いやすいシステムを

開発する必要がある．そこで，教育現場の各場面を考慮し，

より効果的に気づきの収集・共有・活用を行うためのシス

テムを提案した[5]． 

 本研究では，提案したシステムの開発とシステムの適用

による評価を述べることを目的とする． 

 以下，本論文の構成は次の通りである．第２節では，本

研究に関連する研究について述べる．第３節では，本研究

における気づきの定義について述べる．第４節では，定義

した気づきに関する現状と課題点について述べる．第５節

では，システムで気づきに付与するタグについて述べる．

第６節では，システムについて述べる．第７節では，プロ

トタイプシステムを用いた実験と評価について述べる．第

８節では，まとめと今後の課題を述べる． 

2. 関連研究 

 学校における各種情報を収集・共有・活用するグループ

ウェアとしては，鳥海らが，学習アセスメントを効果的に

取り入れた「学習アセスメント支援システム」を提案して

いる[6]．鳥海らは，個々の児童・生徒の日々の状況を正確

に把握することが，意義ある学習アセスメントであるとし，

教員や児童・生徒の活動を記録するのに柔軟に対応できる

新たな学校グループウェアの提案・開発を行っている．こ

のシステムでは，出席管理や授業計画，名表・住所録の作

成など校務を多岐にわたって支援する校務支援機能が実装

されている．その中で多面的な情報の共有を計るために「個

人カルテ機能」を実装している．この機能を，学習アセス

メント支援機能の中核として位置づけ，個々の児童・生徒

に対して，日々の出来事や授業の評価などを教員が書き込

み，その情報を教員間で共有する．しかし，この「個人カ

ルテ機能」では，気づいたことすべてを書き込むものとし

て作られてはいたものの，授業中にPCへ入力することは，

その都度教員の机に戻り入力することが必要となるため，

使用実験においては，実際に利用することの難しさについ

て意見があげられていた．そのため，気づきの入力場面を

考慮することが必要であると考えられる．また，このシス

テムでは，入力された気づきを整理することなくただ蓄積

する．蓄積した情報は単語で検索し，閲覧できるが，教育

現場特有である，教科との関連，座席表等や入力場面を考

慮した情報入力画面を考えることで，より効率的に情報の

検索・閲覧や共有を行うことができる． 

 教育現場ではなく，日常生活の中での気づきを共有する

システムとして，角らの PhotoChat[7]があげられる．

PhotoChat は，博物館や動物園の見学，展示会・学会参加と

言ったイベントや，日々の打ち合わせなどの場面での気づ

きを共有するシステムとして開発された．角らは，「見てい

るもの」に対して書き込みを行うことで気軽に興味や情報

への気づきを共有することを可能とする手段として，写真

撮影と手書きメモの共有に基づいたツール PhotoChat を開

発している．我々が日々書いているメモやスケッチと，書

く（描く）ことでアイディアや状況に気づくという体験に

着目して開発を行っている．PhotoChat は複数人での使用を

想定し，書き込みの土台として写真を利用している．写真

の撮影，閲覧，書き込みのモード間の遷移の継ぎ目をユー

ザに意識させないようにし，初めて使うユーザでも負担を

感じず直感的に利用できるように工夫している．そこで書

き込まれた気づきは，実時間で共有され，体験から得られ

る知識共有や体験の現場における更なる体験創造を支援す

るために，体験の現場の有機的なコミュニケーションを支

援している．PhotoChat を利用することによってユーザは，

ある対象に「興味がある」という意思表示や，それに対す

る書き込みによる反応と言った「気づき」の情報交換に重

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report

2ⓒ 2014 Information Processing Society of Japan

Vol.2014-CE-124 No.16
2014/3/15



点をおくようになることが分かった． 

学校現場を考慮した形で，これら「気づき」の収集・共

有の方法を利用することで，学校現場における効果的な「気

づき」の収集・共有が行うことができると考えられる． 

3. 本研究での気づきの定義 

 前述のように，教師は学校現場で様々な事柄に気づき，

日々児童・生徒に関する新しい発見をしている．それらを

本論文では教職員による児童・生徒に関する“気づき”と

して定義し，その“気づき”を３つに分類する．以下でそ

れぞれについて述べる． 

3.1 良い姿に対する気づき 

 教職員が児童・生徒を見ていて，良いと思った行動など，

その児童・生徒に対して良いイメージで気になったこと，

気づいたことについての気づきである． 

 このような気づきの場合，今までにはあまり見られなか

ったような友達思いの行動や良い行動をしたなど，担任以

外がその場を見た際に，問題行動でないため共有が図られ

ないことも多い．だが，良かったことも担任と共有するこ

とで，クラスで紹介したり，おたよりや通知表への記入事

項へつなげたりすることができると考えられる． 

 また，授業中の気づきの１つとしてある特定の児童・生

徒の成長の様子を残した気づきが考えられる．苦手だった

筆算ができるようになったなど，児童・生徒の良いイメー

ジとなるような気づきも，この気づきの１つとする． 

3.2 気になる姿に対する気づき 

 教職員が児童・生徒を見ていて，注意が必要であると感

じるなど，その児童・生徒に対して気になった姿について

の気づきである．実際にその児童・生徒に指導等を行った

事柄も含む．また，これらの行動の中には即時での指導が

求められるもので，現在でも口頭での報告が行われている

ものも含む． 

 特定の児童・生徒に関するこれらの気づきが多かった場

合，いじめを受けている可能性のある児童・生徒や，不登

校になる可能性のある児童・生徒として指導へつなげるこ

とができる．さらに，似たような気づきがクラスや学年を

またいでみられた場合，学年や学校の傾向としてとらえ，

指導をすることができる． 

 また，この気づきについても授業中の気づきが考えられ

る．学習態度の変化と家庭環境等の変化は密接に関わって

いて，一方がもう一方に影響を与えることは少なくない．

授業中の気になる姿は家庭環境や生活態度が表れる場面で

もあることから，授業中の気づきについても，児童・生徒

に関する気になる姿に対する気づきの１つとして定義する． 

3.3 記録としての気づき 

 先に述べた２種類の気づき以外に，記録として残される

気づきがある．この気づきは，既に述べた２つのように，

気になるなどのイメージを持ってではなく，記録として残

そうと思うような気づきである．その中には，写真も含ま

れる．教職員が何かに気づいた際に，その瞬間をそのまま

残す手段として写真があり，この写真は，その場の記録と

して撮影される．また，行事等で大量に撮影される写真は，

記録として大量に撮影されていることが多く，それ故に，

その場で写っている児童・生徒を特別意識して撮影してい

ない場合もある．しかし，これら写真は児童・生徒のその

ままを残し，その姿を伝える手段として有用なものである

と考えられる．言葉で残された気づき同様，その瞬間瞬間

の教員が気になったことをそのまま残すものであることか

ら気づきの１つとしてとらえることができる． 

4. 教職員の気づきに関する現状と課題点 

 児童・生徒に関する気づきの収集・共有・活用を支援す

るために，以下の 4 つの観点から現状と課題を述べる． 

 気づきの収集 

 気づきの共有 

 気づきの活用 

 クラスや個人の写真の活用 

4.1 気づきの収集 

 気づきが蓄積される環境がなく，何かに気づいてもその

ことについて働きかけないまま放置されることがある．特

に小学校なら専科教諭，中学校なら教科担任等，担任以外

の教職員による気づきは，特別なことでない限り報告され

ず，その気づきがどこにも蓄積されないまま放置される可

能性がある．この気づきを収集・蓄積させていくことがで

きれば，その気づきを個々の児童・生徒に対する気づきと

して後から閲覧・共有できる．そのためにも，教育現場の

収集場面を考慮し，些細な気づきを収集する環境が必要で

ある．  

4.2 気づきの共有 

 職員会議等の限られた場所では，特に気になった事や，

問題行動でなければ気づきの共有は行われない．もちろん

問題行動等の気づきは重要であるが，通知表やお便りに書

く気づきを考えると，問題行動ではなく，良かった行動に

関する気づきの活用の場面も多い．自分が入力した気づき

が蓄積されるだけでなく，専科教諭や教科担任など，担任

以外の教職員が気づいた良い気づきも気になる姿に対する

気づきと同様に有用な気づきとして共有される必要がある．

その際，一児童・生徒についてその児童・生徒に関する気

づきを共有したい場合，その児童・生徒のいるクラスに関

わりのある教職員内で共有ができればよい．また，学年に

関する事柄であれば学年に関わる教職員，学年やクラスを

またいだ気づき等であれば学校全体や児童・生徒指導の係

の教職員に気づきの共有が図られれば良い．このように，

クラスや学年または児童・生徒指導に関わる教員などのグ

ループで教職員をとらえることで，気づきの共有を円滑に

計ることが可能であると考えられる． 
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4.3 気づきの活用 

 収集した気づきを活用する場面として，指導要録や通知

表，学年・学級だより等と，児童・生徒への指導面での活

用が考えられる．収集時にメモとして登録された気づきを

そのまま使用するのではなく，その子どもについての気づ

きをまとめて見ることで，通知表等に記入する内容に広が

りをつけるために使用する．また，個々の児童・生徒に対

する気づきや，クラスや学年に対する気づきについて，条

件をしぼりながら検索し，まとめて閲覧できることで単一

の気づきでは気づけなかった状況や傾向への気づきを図り，

実際の子どもへの指導へつなげることができる．しかし，

実際にそのように気づきを検索・閲覧できる環境はない． 

4.4 クラスや個人の写真の活用 

校内での普段の児童・生徒の様子が大切な気づきとなる

と同様に，普段の児童・生徒の様子を写した写真も重要な

気づきの 1 つとしてとらえることができる．目で見た児

童・生徒の様子を文章として残すだけでなく，その場の子

どもの様子を写真で残すことは，見たものそのままを残せ

るとともに，場合によっては入力の時間短縮にもつながる．

また，普段の校内の様子だけではなく，校外学習であるキ

ャンプや修学旅行等や，また運動会などの行事等も普段や

校内とはまた違った児童・生徒の様子を見ることができる

重要な機会である．これらキャンプや修学旅行等の写真は

大量に存在するため，実際にお便りや文集等に使用されて

いる写真はほんの一部であり，また，子ども自身の手元に

届いているものも全体の一部分にしか過ぎない．これら児

童・生徒の様子を写真に残し，整理・活用しやすい環境が

整備されることで，文章ではない児童・生徒のそのままの

様子を残した気づきとして活用していくことができる． 

さらに，これらの写真はお便り等で使用する際，使用し

たい写真がどこに保存されているのかを探すのは容易では

ない．担任が整理するのにも限度がある．そこで，教職員

自身がこれらの写真を気づきのひとつとして整理でき，整

理された写真を検索・閲覧・活用できる環境が必要である． 

5. 気づきに付与するタグ 

 本研究で開発するシステムでは，気づきを後に検索・閲

覧しやすくするためにタグの付与ができるようにする．そ

こで，気づきを整理・活用・分析する際に有効なタグにつ

いて検討した． 

 本研究では，５つの文献[8][9][10][11][12]をもとに，全て

の文献で児童・生徒の気になる行動や不登校・いじめの予

兆となる行動として共通していたものを，有効なタグとし

て活用できると判断した（例：予兆となる行動「遅刻・早

退・欠席の増加」）．このタグの中の一部を気になる姿に対

する気づきに付与されるタグとした．  

 良い姿に対する気づきに付与されるタグとしては，気づ

きの活用場面として，通知表やおたよりでの良い行動を紹

介したり，褒めたりする場での活用が考えられることから，

「いいね」をタグとした． 

 また，気づき入力時にすぐ指導や注意が必要であったり，

教職員に通知したりする必要があるような気づきの内容に

対して，授業時間内でもすぐに全教職員に共有される気づ

きとして，「緊急」，「お知らせ」をタグの１つとして加える． 

 このようにタグを分類することで，気づきの閲覧・分類

にタグを役立てる．「いいね」のタグが付与された気づきが

収集・共有された際には，児童・生徒をほめる材料として

活用でき，「遅刻・早退・欠席」などのタグが付与された，

気になる姿に対する気づきが多い場合には，システムは教

職員が気にするべき気づきとして，その気づきを教職員に

提示する．気づきが提示されることにより，教職員が児童・

生徒に気を配るきっかけにもなり，必要な場合には，教職

員によって該当児童・生徒への指導が行える． 

 

図 1. 機能間のデータの流れ 

Figure 1. Data flow between functions 

6. システム 

6.1 システムの構成 

 教職員は，場面によって利用する端末が異なる可能性が

ある．そこで本システムでは，それにも対応できるように

携帯やタブレット端末などの持ち運び可能な機器と PC の

どちらででも気づきの収集・共有・活用が行えるようにす

る．また，教職員の気づきを管理するために，学校で利用

されているサーバーを用いる．入力された気づきはすべて

サーバーで管理し，気づきの検索・閲覧時にはサーバーで

管理されている気づきや写真を取得して使用する．また，

サーバーで気づきや写真を管理するため，それらは，サー

バーを介して他の教職員が使用する端末と共有される（図

1）．気づき共有機能で再度共有された気づきは，共有範囲

が選択され，メモ付けなど追加の情報が付与された状態で

共有がはかられる．学校の既存のサーバーを活用すること

で，学校における個人情報等の重要な情報の秘密厳守にも

対応する． 

6.2 システムの機能 

 ４節の課題を解決するために，本システムは以下の 6 つ
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の機能を持つ． 

 基本情報登録機能 

 クラス情報登録機能 

 気づき入力機能 

 写真撮影機能 

 気づき閲覧機能 

 気づき共有機能 

 基本情報登録機能，クラス情報登録の 2 つの機能を用い

て，学校・クラスについての情報が登録されることで，学

校現場に特化した，より効率的な情報収集・共有を図る．

気づき入力機能以下 4 つの機能は，４節で述べたそれぞれ

の課題を解決するための機能である． 

(1) 基本情報登録機能 

 システム管理者が学校の基本情報を登録する．学校によ

って異なるクラス構成や専科教諭や教科担任の配置方法，

年間行事，時間割等を登録する機能である．  

(2) クラス情報登録機能 

 クラス担任が担任クラスについて座席表や時間割，クラ

ブ・部活動，児童・生徒会等クラス単位で決められた事柄

を登録する． 

(3) 気づき入力機能 

 授業時間では座席表を使用するなど，気づきを入力する

場面ごとに入力しやすいインタフェースにした．タブレッ

ト端末を利用する際には手書き入力も可能である．また，

場面に応じて有効なタグを気づきに付与することができる．

このタグについては５節で述べたものを使用する．また，

それぞれの画面で学年やクラス，児童・生徒，教科等の情

報を気づきに付与し，後の検索・閲覧をしやすくする．既

に述べた 2 つの機能で登録された時間割や担当教員，座席

表等を活用することで，情報の付与をしやすくする． 

(4) 写真撮影機能 

 行事等で大量の写真を連続で撮影したい場合に本機能を

使用する．写真撮影後に，写っている児童・生徒の選択や，

関連あるタグの選択など情報の付与を行うことができる．

この場合，一枚一枚写真を切り替えて写真ごとに情報の付

与ができるとともに，一度に撮影された複数の写真に同じ

情報の付与を一度に行うこともできる．ここで撮影された

写真は気づきの１つとして，他の気づき同様気づき閲覧機

能で閲覧できる． 

(5) 気づき閲覧機能 

 気づき入力機能で登録された気づきに対してそれぞれ付

与された日付，時間，場所，教科，児童・生徒，クラス，

学年の情報を利用し，それら情報を限定して気づきの検

索・閲覧ができるとともに，付与された情報だけではなく，

単語単位でも気づきの検索・閲覧ができる．また，自分以

外の教職員から共有された気づきについても閲覧できる． 

 これらより，単一の気づきを閲覧するだけでなく，何ら

かの観点から情報をまとめて閲覧することができるように

なる．また，本機能から(6)で述べる気づきの共有を行うこ

ともできる． 

(6) 気づき共有機能 

 お知らせ・緊急等特定のタグがついた気づき 

 お知らせ・緊急等特定のタグが付いているものは，緊急

性を含むものや，即時対応が求められる気づきの可能性が

あるため，気づきの登録と同時に教職員全体に共有される． 

 授業中の気づき 

 担任以外の授業中におけるクラスや児童・生徒に関する

気づきは気づきの登録と同時に該当クラスや該当児童・生

徒に関わる教職員と共有される． 

 その他の気づき 

 クラスや児童・生徒に関する気づきは該当クラスに関わ

る教職員と，クラスや児童・生徒の情報が付与されていな

い気づきはタグの有無にかかわらず教職員全体に，授業時

間外（小学校の場合 7 時 45 分以前，16 時以降等）に共有

がなされる． 

 気づきの登録と同時に共有される気づきは，授業時間内

に表示されるため，気づきの入力を阻害しない形で表示さ

れる．図２は座席表を基本表示とした授業時間での気づき

入力画面イメージである．システム起動時に画面上に共有

された気づきが表示される．気づきの入力を優先したい場

合には，「再表示」のボタンを選択することで，気づきの入

力ができる．表示された気づきについて，「確認済み」のボ

タンが押された場合，再度気づき入力画面では表示されな

いが，「再表示」のボタンが押された場合は，システム起動

の度に共有された気づきの表示が行われる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 授業時間での気づき共有画面イメージ 

Figure 2. A screen image of sharing notices in class 

 また，気づき閲覧機能で閲覧された気づきに関して，教

職員に再度共有すべきであった場合には，共有範囲を指定

して気づきの共有を可能にする． さらに，一定期間内に同

じ児童・生徒と関連付けられる気づきが多い場合，児童・

生徒に関わる教職員にその旨が提示される． 

 気づき閲覧機能で閲覧された気づきの共有 

 気づき閲覧機能で閲覧された気づきに関して，自分以外

の教職員に再度共有すべき気づきがあった場合には，共有
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範囲を指定して気づきの共有を可能にする．基本情報登録

機能で教職員を学年やクラス，児童・生徒に関わる教職員

をグループとして登録しておくことで，このグループ構造

を活用し，共有範囲の選択もしやすくする．また，気づき

の共有を行う際，自分のメモだけでは何を伝えたいのかが

分からない時でも，追加の情報を付与することで共有した

い内容を明確にするために，メモ付けをできるようにする． 

 頻繁に出てくる児童・生徒について 

 特定の期間内に特定の子どもと関連付けられる情報が多

い場合にはクラスに関わる教職員にそのことが提示される．

この情報をシステムが提示することで，気になる姿に対す

る気づきが多かった場合に，いじめや不登校の可能性のあ

る児童・生徒の早期発見につながる可能性がある． 

7. 実験と評価 

 ６節で述べたシステムのプロトタイプを開発し，そのシ

ステムを用いて２つの実験を行った．１つ目の実験は，仮

想の気づきを現職教員に入力・閲覧してもらい，操作性に

関する観点でアンケート調査を行った．また，有効性に関

しても評価項目を設けた．その後，２つ目の実験として，

１つ目の実験で出てきた改善点をもとにプロトタイプシス

テムを改良し，実際の学校現場で気づきを入力・閲覧して

もらい，同様のアンケート調査を行った．それぞれの実験

と評価に関して以下で述べる． 

7.1 操作性に関する実験 

 開発したプロトタイプシステムを使用し，現職教員２名

（34 年目小学校教員 A，30 年目中学校教員 B）を対象に実

験を行った．教員 A は学校の文書作成以外で PC を操作す

ることが無く，タブレット端末については今回が初めての

使用であった．実験時点での，システムの実装状況として

は，以下の機能が実装されていた． 

 気づき入力機能（手書き入力・キーボード入力） 

・ 名簿・座席表による児童・生徒選択 

・ タグ・学年・クラス・児童・生徒・教科・場所等の

情報付与 

 気づき閲覧機能 

・ 一覧表示 

・ 学年・クラス・教科・場所・タグによる限定表示 

 それぞれの機能について使用方法の説明を行い，仮想の

気づきを入力してもらい，その後アンケート調査を実施し

た．観点と評価を表１に示す．評価は１〜５の５段階でつ

けてもらい，それぞれ１から順に「よい」，「まあまあよい」，

「どちらでもない」，「よくない」，「悪い」に対応する． 

 教員 A は全観点について，１の「よい」の評価をつけて

いた．教員 B もおおむね２以上をつけていた．また，教員

B は，機能内の細かい機能についての評価の方が厳しい評

価が多く，逆に機能全体については良い評価をつけていた．

理由として，両教員がシステム全体の有効性について１を

つけているように，現段階でも十分に使用したいと思える

システムではあるが，学校現場で使用するにあたって修正

を加えるとさらに有効性や妥当性，使用性が向上すると思

われるということから，個々の細かい機能について評価が

厳しくなっているということであった． 

表 1 観点と評価（操作性に関する実験） 

Table1.Usability evaluation results of our prototype system  

in a virtual class 

 コメントについては，特に教員 B が改善点を多く挙げて

いたとともに，「使える」などのようなプラス方向でのコメ

ントも多く見られた．タグについては，妥当性が認められ

たとともに，「いいね」のタグについて有効であるというコ

メントがあった．逆に，気になる姿に対する気づきに付与

するタグとして「気になる」というタグがあった方が良い，

というコメントも見られた． 

 システムの有効性に関するコメントとしては，「個々の児

童・生徒の思考の記録が残り，個への支援に役立つ．（教員

A）」や「短時間で確実な記録がとれ，個の思考の良さを取

り上げることができる．（教員 A）」など，授業での活用な

ど，複数の想定する活用場面があげられていた． 

 これらから，改善点があるもののシステムの有効性が認

められた． 

7.2 教育現場での実験 

 操作性に関する実験であげられた改善点をもとにプロト

タイプシステムを改良し，教育現場での実際の気づきを入

観点 教員 A 教員 B 

気づき入力機能 １ ２ 

 手書き入力機能 １ ２ 

キーボード入力機能 １ ２ 

座席表を活用した入力機能 １ ２ 

上記３機能の遷移方法 １ １ 

気づきに付与できる情報の

妥当性 

１ １ 

気づきに付与できるタグの

妥当性 

１ ２ 

気づき閲覧機能 １ ２ 

 表示方法 １ ３ 

条件指定方法 １ ３ 

付与されているタグの妥当

性 

１ ２ 

座席表登録機能 １ １ 

 登録手順 １ １ 

登録のしやすさ １ ２ 

システム全体について １ １ 

 機能間の遷移 １ ３ 

全体的な使いやすさ １ ２ 

システムの有効性 １ １ 
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力する実験を行った． 

 システム利用者は，先の実験と同様小学校教員 A，中学

校教員 B の２名である．対象は，教員 A が小学校２年生，

教員 B が中学校１〜３年生の理科の授業である．操作性の

実験時の機能に加えて，主な機能として授業毎に座席表を

用いて気づきを入力できる機能と写真撮影機能が実装され

ていた．主にこの２つの機能を用いて授業中に座席表を用

いて気づきの入力を行ってもらった．その後行ったアンケ

ート調査の観点と評価を表２に示す．評価基準は先の実験

と同様である． 

表 2 観点と評価（教育現場での実験） 

Table2.Usability evaluation results of our prototype system  

in the actual classes 

観点 教員 A 教員 B 

気づき入力機能（授業中） １ 1 

 座席表児童・生徒選択 １ 1 

手書き入力機能 ２ 1 

キーボード入力機能 １ 1 

上記３機能の遷移方法 １ ２ 

気づきに付与できる情報の

妥当性 

１ ２ 

気づきに付与できるタグの

妥当性 

— ２ 

気づき閲覧機能 １ ２ 

 表示方法（授業ごとの座席

表） 

１ ２ 

表示方法（一覧） ２ ２ 

気づき拡大表示 １ １ 

付与されているタグの妥当

性 

— ２ 

限定閲覧方法 １ 1 

システム全体について １ １ 

 機能間の遷移 １ ２ 

全体的な使いやすさ １ 1 

システムの有効性 １ １ 

共有機能の想定される有効性 １ 1 

 気づきの入力場面が自分のクラスや自分の担当するクラ

スの授業場面であったため，タグの使用があまり見られな

かった．ゆえに教員 A によるタグに関する評価は得られな

かった．両教員が全観点において２以上の評価であった．

特にシステム全体について両教員とも１の「良い」の評価

であった．また，実験に使用したプロトタイプシステムで

は，共有機能が実装されていなかったため，共有機能の想

定される有効性についての観点をもうけたところ，評価は

両教員とも１の「よい」であった． 

 コメントとしては，教員 A が手書き入力機能について２

をつけていることとにつながるが，気づきの入力時に使用

するタブレットペンが使用感に大きく影響することが分か

った．特に授業中の入力においては，短時間に全児童・生

徒の記録を取ることがあるため，普段使用するボールペン

等にできる限り近いもので入力できるとさらに使いやすい

ということであった． 

 気づき入力時に使用した機能は，授業毎に座席表を用い

て気づきを入力できる機能ではあったが，実際に気づきが

収集された場面としては，授業中のみならず，朝の時間の

宿題の確認や，ドリルの時間，休み時間にも使用されてい

た．表３に５日間の気づき入力場面を示す． 

表 3 気づき入力場面 

Table3. Input scenes of notices 

 気づき入力場面 

１日目 

（教員 A） 

・ 生活科 

・ 国語 

・ 図工 

・ 算数（宿題確認） 

・ 算数（引き算） 

２日目 

（教員 A） 

・ 国語 

・ 休み時間 

・ 国語 

３日目 

（教員 B） 

・ 中学１年生（理科） 

・ 中学３年生（理科） 

４日目 

（教員 B） 

・ 中学１年生（理科） 

・ 中学２年生（理科） 

・ 中学３年生（理科） 

５日目 

（教員 A） 

・ 朝の時間 

・ ドリル（漢字の間違いを入力） 

・ 算数（指示に対する反応） 

・ 算数（九九） 

 「間違えていた漢字を気づきとして入力しておくことで，

次時にどの児童にどの漢字について指導すればよいのかを

一目で座席表をみて確認できた（教員 A）」の様に，授業以

外での実際の活用方法についてのコメントも多く見られた． 

 教員 A が授業で入力したものとしては，１つの活動につ

いて全児童の思考の過程を入力したり，図工の時間の児童

の作品を写真におさめたりするなどといった全児童の記録

としての使用と，問題を間違えた児童についてのみ間違え

方を記録するといった使用方法が見られた．後者の気づき

は後に閲覧することで次時の指導や，テスト前に声をかけ

る時などに有効であるということであった．前者について

は全児童の記録を一覧で見ることにより，授業内で取り上

げたい思考を一目で見ることや，次時の授業作りに役立て

る等の活用に有効であったということであった．また，「一

覧で確認することにより，個々の児童の良さに気づける（教

員 A）」というコメントがあった． 

 教員 B は授業中の使用のみであったが，「給食の時間に

使ってみたかった．（教員 B）」というコメントを頂いたこ

とから，中学校においても授業場面以外での使用が見られ

ることがわかった．また，「単純にカメラでどんどん記録し

ておきたい．（教員 B）」というコメントから，今回は連続

での写真撮影機能が実装されていなかったのだが，連続撮

影の行える写真撮影機能も有効であることが分かる． 
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 教員 B の気づき入力としては，全生徒について入力して

いた授業は無く，入力するテーマをあらかじめ決めて入力

を行っていたことから，一授業につき多くても１０人の生

徒についての入力に留まっていた．しかし，「同じ種類の考

えを A,B とか入力しておいて，どんどん A,B…など入れる

にはとても良い．（教員 B）」というコメントから，教員 A

同様に全生徒についての入力も授業によってあり得ること

が分かる．また，コメントとして，「単純に入力しても価値

はあるが，何を入力しておこうというねらいを持っていれ

ば，授業のねらいと生徒の学びを良く関連づけられる．（教

員 B）」という意見があった． 

表 4 システム活用場面に関するコメント 

Table4. Comments on system use scenes 

 小学校・中学校での利用から，授業中の使用方法として

は，児童・生徒の思考の過程を入力・撮影しているものが

多く，入力内容としては，間違いを間違いとして入力して

いるのではなく，考え方の特徴として入力していることが

コメントの「指導することはあっても記録したい内容はそ

の子なりの良い意味での個性やその子らしい姿であって，

保護者や本人とも一緒に見ておきたい内容であった．（教員

A）」からも分かった．また，両教員からシステムの活用場

面に関するコメントを多く頂いた（表４）． 

 これらから，教育現場においての有効性も認められた． 

8. おわりに 

 本研究では教職員間の気づきの収集・共有と気づきの活

用を支援するシステムを開発した．さらに，プロトタイプ

システムを用いた実験を行い，実験によって期待できる効

果を考察した．本システムで今まで共有がなされなかった

些細な気づきや良い気づきを収集・共有することで個々の

児童・生徒理解をより深め，教育活動の質の向上をはかる

とともに，収集・共有された情報を児童・生徒や授業，場

面等を指定して検索・閲覧できることで，文書や教育活動

に活用するための支援をする．閲覧したい情報に関して気

づきに付与されている情報を有効に利用して検索できるこ

とで，見たい気づきをまとめて閲覧でき，単一の情報では

気づけなかった傾向等にも気づける可能性が広がる． 

 また，単語の出現頻度等でシステムが気づきの分析を行

うことで，教職員が気づきをまとめて見ただけで得られな

いような事象や，学校全体での傾向等に気づける可能性が

ある．しかし，共有すべきであると考えられる気づきをシ

ステムで分析しユーザに提示するためには，教育現場にお

ける共有すべき気づきがどのようなものであるか，出現頻

度の高い単語が本当に有用な気づきであるか等，教育現場

に則した分析方法を考える必要がある．このことをより明

確にするためにも，プロトタイプシステムの改良と，今回

実装できなかった共有機能，閲覧機能における単語単位で

の気づきの限定について開発を行い，さらに学校現場での

気づきの収集を行うことが今後の課題である． 
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コメント 

・ 前時の様子を見て，次の授業へつなげることができる．（教員 A） 

・ 宿題をチェックし，教えてあげたいことを記録し，すぐに教え
てあげる．さらに次の日，改善されているかの確認もできる．
（教員 A） 

・ 思考の特徴が具体的に見られる．（教員 A） 

・ 図工・制作過程を並べてみて，その子の良さに気づく．（教員 A） 

・ 休み時間の過ごし方，関わる友達等の記録．（教員 A） 

・ 数日見ての対応や，即日の対応に有効．（教員 A） 

・ 授業の傾向が分かりやすい点で良い．（教員 B） 

・ 指導することはあっても記録したい内容はその子なりの良い意
味での個性やその子らしい姿であって，保護者や本人とも一緒
に見ておきたい内容であった．（教員 A） 

・ 「ここを教えておきたい」ということはあってもマイナス面で
記録しておきたいと思うことはあるのかな？比較的オープン
にしても良い内容となる．（教員 A） 

・ 教師間でとても有効．（教員 A） 

・ 座席表を見せあって子どもの見方をともに学んだり，他の教師
の見方がその教師の勉強になる（もちろん，研究授業にも有
効）．（教員 A） 

・ 自身が見ようとする姿勢ができる．（教員 A） 

・ 使うことによって教員に力がつく面もある．児童のどの姿を記
入していくかでどう生かすかということも勉強になっていく．
（教員 A） 

・ 生徒の学びの変容を時系列で見られる．（教員 B） 

・ 生徒の学びの特徴をクラス全体の中で見られる．（教員 B） 

・ 生徒の近くに行くようになる．子どもを良く見るようになる．
机間指導をするようになる．（教員 B） 
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